
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
、エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
量
の
削
減
は
順
調

コ
ス
ト
削
減
を
重
視
し
た
節
エ
ネ
に
も
取
り
組
む

２
０
２
３
年
度
省
エ
ネ
・
節
エ
ネ
の
実
績

学園創立116周年 ４年ぶり通常開催

第
14
回学園協議会を開催

ギ
ー
別
使
用
量
で
は
、
昨
年

比
で
都
市
ガ
ス
が
７
・
８
％
、

電
力
に
お
い
て
も
１
・
９
％

の
削
減
と
な
っ
た
。
一
方
、

東
京
電
力
管
内
に
お
け
る
電

力
需
給
の
予
備
率
は
３
％
を

確
保
で
き
る
見
通
し
で
は
あ

る
も
の
の
、
今
年
度
も
厳
し

い
状
況
で
あ
る
こ
と
は
変
わ

ら
ず
、
更
な
る
省
エ
ネ
活
動

へ
の
協
力
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。
ま
た
昨
年
度
後
半
か
ら

の
原
油
価
格
や
円
安
の
影
響

で
光
熱
費
が
高
騰
し
た
こ
と

も
あ
り
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
コ
ス

ト
削
減
を
重
視
し
た
節
エ
ネ

に
も
取
り
組
ん
で
い
く
。
具

体
的
に
は
、
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
使
用
管
理
部
会
が
中
心

と
な
り
、
次
の
活
動
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
た
。

今
年
度
の
主
な
省
エ
ネ
・
節

エ
ネ
活
動

①
省
エ
ネ
ポ
ス
タ
ー
に
よ
る

啓
発
活
動
②
空
調
の
中
間
期

完
全
停
止
③
外
気
温
度
に
よ

る
熱
源
運
転
制
御
④
ク
ー
ル

ビ
ズ
の
励
行
⑤
授
業
の
休
み

時
間
毎
の
教
室
照
明
・
空
調

機
の
停
止
⑥
過
剰
な
熱
供
給

の
防
止
（
本
館
熱
源
の
片
側

停
止
に
よ
る
台
数
制
御
運

転
）
を
実
施
。

　

な
お
、
コ
ロ
ナ
感
染
防
止

と
し
て
、
引
き
続
き
換
気
設

備
の
運
転
は
停
止
し
な
い
。

ま
た
、
設
備
改
善
に
よ
る
省

エ
ネ
対
策
と
し
て
、
空
調
設

備
老
朽
化
更
新
に
よ
る
高
効

率
化
と
、
照
明
器
具
Ｌ
Ｅ
Ｄ

化
は
計
画
通
り
行
う
。
さ
ら

に
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
設
備
の

運
用
面
に
つ
い
て
も
、
１
月

に
更
新
完
了
し
た
中
央
監
視

装
置
を
駆
使
し

て
、
運
転
の
効
率

化
と
快
適
化
を
両

立
で
き
る
最
適
運

用
を
図
る
。
加
え

て
我
が
国
の
温
室

効
果
ガ
ス
排
出
２

０
３
０
年
（
２
０

１
３
年
度
比
46
％

減
）・
２
０
５
０

年
（
実
質
ゼ
ロ
）

脱
炭
素
化
計
画
に

添
っ
た
本
学
の
方
針
を
明
確

化
し
、
サ
ス
テ
イ
ナ
ブ
ル

キ
ャ
ン
パ
ス
の
充
実
に
向
け

た
省
エ
ネ
・
節
エ
ネ
を
推
進

し
て
い
く
。

　

昨
年
度
の
省
エ
ネ
実
績

は
、
温
対
法
に
お
け
る
埼
玉

県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条

例
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
削
減
目

標
（
基
準
値
７
４
５
０
ｔ-

Ｃ
Ｏ
２
／
年
の
22
％
削
減
）

に
対
し
35
・
１
％
削
減
。
ま

た
、
省
エ
ネ
法
の
原
油
換
算

エ
ネ
ル
ギ
ー
削
減
目
標
値

（
ベ
ン
チ
マ
ー
ク
指
標
で
０
・

５
５
５
以
下
）
に
対
し
て
も

０
・
５
３
７
と
な
り
、
こ
れ

も
ま
た
達
成
し
た
。
エ
ネ
ル

　

学
園
創
立
１
１
６
周
年
を
記
念
す
る
第
14
回
学
園
協
議
会
が
６
月
24
日
、
埼
玉
キ
ャ
ン
パ

ス
５
号
館
に
お
い
て
開
催
さ
れ
、
本
学
と
附
属
中
学
校
・
高
等
学
校
の
教
職
員
、
法
人
本
部

関
係
者
１
１
０
名
が
参
加
。
本
学
園
理
事
長
、
外
部
講
師
に
よ
る
講
演
が
行
わ
れ
た
。

　

冒
頭
、
成
田
健
一
学
長
が

本
協
議
会
の
意
義
に
つ
い
て

「
埼
玉
（
宮
代
）、
駒
場
、
神

田
３
キ
ャ
ン
パ
ス
の
実
状
を

学
園
全
体
で
共
有
す
る
こ
と

に
あ
る
」
と
説
明
。
前
半
の

講
演
テ
ー
マ
で
あ
る
日
工
テ

ク
ノ
に
触
れ
「
昨
今
、
大
学

を
測
る
指
標
の
一
つ
と
し
て

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
力
が
注
目

さ
れ
る
中
、
約
30
年
に
わ
た

り
実
績
を
積
み
重
ね
て
い
る

同
社
は
、
本
学
に
大
き
く
貢

献
し
て
い
る
」
と
称
え
た
。

　

後
半
の
講
演
に
関
連
し

て
、
生
成
系
Ａ
Ｉ
の
進
化
が

注
目
さ
れ
る
一
方
、
そ
の
問

題
点
や
危
険
性
を
危
惧
す
る

声
も
多
い
こ
と
を
踏
ま
え

「
学
生
に
は
技
術
の
本
質
を

理
解
さ
せ
、
活
用
方
法
を
自

ら
判
断
で
き
る
よ
う
教
育
し

て
い
き
た
い
」
と
方
針
を
示

し
た
。

　

講
演
後
半
は
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
や

Ａ
Ｉ
を
活
用
す
る
デ
ジ
タ
ル

変
革
（
Ｄ
Ｘ
）
の
時
代
に
必

要
な
人
材
が
テ
ー
マ
。
講
師

の
伊
本
貴
士
氏
は
メ
デ
ィ
ア

ス
ケ
ッ
チ
株
式
会
社
代
表
取

締
役
を
務
め
、
こ
の
分
野
の

技
術
伝
道
師
と
し
て
企
業
等

に
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

伊
本
氏
は
各
種
業
務
に
お

け
る
Ｄ
Ｘ
の
必
要
性
と
導
入

事
例
な
ど
を
説
明
。
企
業
の

技
術
活
用
動
向
と
し
て
、
農

　

講
演
前
半
は
柳
澤
章
理
事

長
が
登
壇
。
自
ら
立
ち
上
げ

た
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
企
業

「
日
工
テ
ク
ノ
」
に
つ
い
て

説
明
し
、
理
解
を
求
め
た
。

　

同
社
は
ベ
ル
ギ
ー
有
数
の

金
属
加
工
企
業
ベ
カ
ル
ト
社

と
１
９
９
７
年
に
設
立
さ
れ

た
合
弁
会
社
ベ
キ
ニ
ッ
ト
が

前
身
。
機
械
工
学
科
柳
澤
研

究
室
で
開
発
さ
れ
た
独
自
の

製
造
技
術
に
よ
り
、
ス
テ
ン

レ
ス
や
チ
タ
ン
と
い
っ
た
金

業
や
物
流
の
現
場
の
実
例
を

交
え
て
紹
介
し
た
。
そ
の
う

え
で
、
Ｄ
Ｘ
時
代
に
必
要
と

さ
れ
る
人
材
は
従
来
求
め
ら

れ
て
き
た
好
奇
心
、
技
術

力
、
洞
察
力
に
加
え
て
、
創

造
性
、
交
渉
力
、
チ
ャ
レ
ン

ジ
精
神
が
必
要
だ
と
強
調
。

「
我
が
国
の
競
争
力
回
復
に

向
け
、
新
し
い
こ
と
に
挑
戦

し
、
幅
広
く
深
み
の
あ
る
経

験
を
持
つ
技
術
者
を
育
て
て

欲
し
い
」
と
求
め
た
。

属
材
料
か
ら
製
造
さ
れ
る
不

織
布
な
ど
の
金
属
繊
維
が
主

力
製
品
で
あ
る
。

　

柳
澤
理
事
長
は
設
立
以
来

約
30
年
間
「
苦
労
の
連
続
で

あ
っ
た
」
と
振
り
返
り
、
技

術
の
特
徴
、
事
業
展
開
な
ど

に
つ
い
て
説
明
。「
カ
ー
ボ

ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
の
時
代
に

な
り
、
我
が
社
の
製
品
が

益
々
必
要
と
さ
れ
る
状
況
に

な
っ
て
き
た
」
と
今
後
の
展

望
に
期
待
し
た
。

柳澤理事長 伊本氏

5号館の大教室（5-203教室）に110名が集った

中央監視装置の管理画面

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
に
向
け

全
教
職
員
が
一
致
団
結
し
て
い
く

　

５
月
18
日
、
全
教
職
員
を

対
象
と
す
る
「
Ｅ
Ｍ
Ｓ
（
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ

ム
）
全
員
大
会
」
が
開
催
さ

れ
た
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、

本
学
が
長
年
に
渡
り
取
り
組

ん
で
い
る
環
境
活
動
に
つ
い

て
、
年
度
の
ス
タ
ー
ト
に
あ

た
り
、
教
職
員
全
員
が
共
通

理
解
を
深
め
る
た
め
に
行
う

も
の
。
今
年
度
は
昨
年
同

様
、
本
学
の
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
の

意
義
や
目
的
を
再
確
認
す
る

こ
と
に
加
え
、
本
学
独
自
の

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活

動
補
助
金
を

活
用
し
た
、

各
学
科
の
研

究
成
果
発
表

を
メ
イ
ン
イ

ベ
ン
ト
と
し
、

各
テ
ー
マ
で

研
究
を
担
当

し
た
学
生
が

発
表
を
行
っ

た
。
大
会
の

次
第
は
、
次

の
通
り
。

①
「
Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動

に
つ
い
て
」、
２
０
０
１
年

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
認
証

取
得
か
ら
２
０
１
８
年
６
月

の
Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
自
己
宣

言
を
経
て
、
今
日
ま
で
の
Ｅ

Ｍ
Ｓ
活
動
の
経
緯
を
振
り
返

り
、
改
め
て
全
教
職
員
に
よ

る
環
境
活
動
、
社
会
課
題
解

決
に
向
け
た
幅
広
い
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
目
標
達
成
に
向
け
て
一
致

団
結
し
て
取
組
む
こ
と
を
再

確
認
し
た
。

②
Ｅ
Ｍ
Ｓ
・
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
活
動

の
具
体
的
な
取
り
組
み
を
雨

宮
Ｎ
Ｉ
Ｔ
―
Ｅ
Ｍ
Ｓ
本
部
長

が
講
演
。
続
い
て
、
学
生
環

境
推
進
委
員
会
の
赤
澤
颯
委

員
長
が
学
生
環
境
活
動
・
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
目
標
達
成
に
向
け
た

活
発
な
活
動
の
現
状
を
紹
介

し
た
。

③
２
０
２
２
年
度
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

活
動
補
助
金
活
用
の
研
究
成

果
発
表
で
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
目

標
達
成
に
向
け
た
そ
れ
ぞ
れ

の
研
究
成
果
を
代
表
の
学
生

が
発
表
し
た
。
こ
の
補
助
金

制
度
は
２
０
２
０
年
度
か
ら

ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
、
今
年

は
７
件
の
発
表
が
行
わ
れ

た
。
教
員
の
サ
ポ
ー
ト
を
受

け
た
学
生
達
が
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ

テ
ー
マ
と
位
置
付
け
た
研
究

に
取
り
組
む
こ
と
で
、
Ｓ
Ｄ

Ｇ
ｓ
を
身
近
に
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
意
義
が
あ
り
、
本

学
の
重
点
活
動
と
し
て
位
置

付
け
て
い
る
。

④
成
田
学
長
に
よ
る
閉
会
の

挨
拶
で
は
、
Ｅ
Ｍ
Ｓ
活
動
に

加
え
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
研
究
活

動
が
学
生
の
主
体
性
を
持
っ

た
活
動
に
変
わ
っ
て
き
て
い

る
点
が
評
価
で
き
、
よ
り
一

層
励
ん
で
欲
し
い
と
結
び
、

全
員
大
会
の
幕
を
閉
じ
た
。

学園の未来を切り拓く
「みらい募金」にご協力ください

　「みらい募金」は昨年度、総額79,353,858円　「みらい募金」は昨年度、総額79,353,858円
に達しました。皆様からの深いご理解とご協に達しました。皆様からの深いご理解とご協
力を賜り厚く御礼を申し上げます。ご寄附は力を賜り厚く御礼を申し上げます。ご寄附は
寄附者の皆様のご意向に沿って①各種奨学金寄附者の皆様のご意向に沿って①各種奨学金
の給付②老朽化した施設の耐震化工事の実施の給付②老朽化した施設の耐震化工事の実施
③最新の研究や学生の論文発表、産学連携・③最新の研究や学生の論文発表、産学連携・
SDGsの活動支援④100円朝食の実施など学生SDGsの活動支援④100円朝食の実施など学生
の教育環境の改善に活用しました。今後ともの教育環境の改善に活用しました。今後とも
一層のご支援とご協力をお願いいたします。一層のご支援とご協力をお願いいたします。

Ｅ
Ｍ
Ｓ（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）全
員
大
会

赤澤委員長による活動紹介

募金の詳細
お申込は
こちらから

大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー「
日
工
テ
ク
ノ
」の

経
緯
と
展
望

Ａ
Ｉ・Ｉ
ｏ
Ｔ
時
代
に
お
け
る
企
業
の

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
動
動
向
と
求
め
る
人
材
像
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２
０
２
４
年
度

入
試
説
明
会

　

高
等
学
校
教
諭
を
対
象
と

し
た
入
試
説
明
会
が
５
月
27

日
、
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お

い
て
開
催
さ
れ
た
。

　

当
日
は
、
近
隣
の
高
等
学

校
を
中
心
に
、
北
は
北
海
道

か
ら
南
は
沖
縄
県
ま
で
84
校

の
高
等
学
校
か
ら
参
加
申
し

込
み
が
あ
っ
た
。

　

学
長
挨
拶
、
大
学
紹
介
、

２
０
２
４
年
度
入
試
説
明
、

希
望
が
あ
っ
た
高
等
学
校
の

教
諭
に
対
し
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
を
実
施
。

　

さ
ら
に
学
生
を
代
表
し
て

情
報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
４
年

の
山
近
卓
也
さ
ん
、
建
築
学

科
建
築
コ
ー
ス
２
年
の
井
上

花
音
さ
ん
の
２

名
が
在
学
生
体

験
報
告
と
し
て

本
学
に
入
学
を

決
め
た
理
由
、

現
在
に
至
る
ま

で
の
学
生
生
活

を
発
表
し
た
。

入
試
説
明
会
の

内
容
は
受
験
生

サ
イ
ト
内
で

ア
ー
カ
イ
ブ
動
画
を
配
信

中
。

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

「
夢
中
が
見
つ
か
る
理
系
の

バ
イ
キ
ン
グ
！
」

　

６
月
３
日
、
埼
玉
キ
ャ
ン

パ
ス
に
お
い
て
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
を
開
催
。
今
年

度
の
テ
ー
マ
は
「
夢
中
が
見

つ
か
る
理
系
の
バ
イ
キ
ン

グ
」。
工
学
の
総
合
大
学
と

し
て
高
校
生
の
進
路
選
択
の

参
考
と
な
る
よ
う
、
全
て
の

学
科
・
コ
ー
ス
で
体
験
的
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
用
意
。

　

今
年
度
か
ら
学
生
が
よ
り

主
体
的
に
運
営
に
携
わ
る
よ

う
に
な
り
「
研
究
紹
介
」

「
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
」「
何

で
も
相
談
会
」
や
「
女
子
ラ

ン
チ
会
」
な
ど
、
多
く
の
イ

ベ
ン
ト
で
参
加
者
と
交
流
を

図
っ
た
。

　

次
回
は
８
月
26
日
に
開

催
。
特
別
イ
ベ
ン
ト
と
し
て

入
試
対
策
講
座
を
実
施
予

定
。

人
気
教
育
系
Ｙ
ｏ
ｕ
Ｔ
ｕ
ｂ

ｅ
ｒ「
ヨ
ビ
ノ
リ
た
く
み
氏
」 

に
よ
る
特
別
講
演
会

　

６
月
３
日
の
オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス
内
の
イ
ベ
ン
ト

と
し
て
、人
気
教
育
系
Ｙ
ｏ
ｕ

Ｔ
ｕ
ｂ
ｅ
ｒ
の
ヨ
ビ
ノ
リ
た

く
み
氏
を
招
い
た
特
別
講
演

会「
本
当
は
ス
ゴ
い
高
校
理

科
」を
実
施
。
講
演
後
に
は

サ
イ
ン
入
り
書
籍
抽
選
会

や
、ハ
イ
タ
ッ
チ
会
な
ど
も
行

わ
れ
た
。
当
日
の
講
演
の
様

子
は
、Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ア
ー

カ
イ
ブ
動
画
を
視
聴
可
能
。

２
０
２
４
年
度
入
試
に
向
け
た

受
験
生
・
高
校
向
け
の
イ
ベ
ン
ト

ヨビノリたくみ氏※ソフトディスク（フリスビー）を使用して行うドッヂボール形式のゲーム

　体育祭実行委員会主催のスポー
ツイベント『球技大会（ドッヂ
ビー※）』が6月17日、埼玉キャ
ンパスの体育館で開催された。
　学生同士の貴重な交流機会の創
出及び、クラブ団体の団結力の向

上を目的として開催された本イベ
ントには、15チーム余りが参加し
た。
　リーグ戦や順位決定戦など熱戦
が繰り広げられ、学生は大いに盛
り上がりを見せた。

　

５
月
下
旬
に
専
門
職
大
学

院
の
埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
見
学

会
が
あ
り
、
50
名
近
い
参
加

者
で
伺
い
ま
し
た
。
大
学
の

先
生
方
や
事
務
の
皆
様
に
ご

配
慮
頂
き
、
充
実
し
た
見
学

会
と
な
り
ま
し
た
。

　

私
も
参
加
す
る
た
び
に
、

い
つ
も
新
鮮
な
気
づ
き
が
あ

り
ま
す
。
今
回
は
大
学
で
実

施
さ
れ
て
い
る
「
身
体
性
を

活
か
し
た
学
び
」
の
大
切
さ

に
改
め
て
気
づ
き
ま
し
た
。

　

身
体
性
と
い
う
言
葉
は
、

人
工
知
能
の
発
展
で
再
認
識

さ
れ
て
い
ま
す
。
人
は
口
、

目
、
耳
で
話
し
見
て
聞
き
、

手
で
操
作
し
触
感
で
感
じ
る

な
ど
、
身
体
を
通
し
て
外
界

や
他
の
人
に
働
き
か
け
、
刺

激
や
知
覚
を
得
て
感
情
を
持

ち
ま
す
。
こ
れ
で
新
た
な
目

的
に
気
づ
き
、
そ
の
目
的
の

た
め
に
情
報
を
活
用
す
る
高

度
な
知
能
を
獲
得
出
来
ま

す
。

　

見
学
会
で
「
対
象
品
を
三

次
元
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
手
書
き
で
設

計
し
、
並
行
し
て
製
作
を
行

い
、
設
計
の
不
具
合
を
実
感

し
設
計
に
反
映
す
る
」
と
の

説
明
を
伺
い
ま
し
た
。

　

実
際
に
手
書
き
で
製
図

し
、
手
を
使
っ
て
製
作
し
つ

つ
、「
ち
ょ
っ
と
へ
ん
」
と

不
具
合
を
感
じ
る
こ
と
で
、

肌
感
覚
と
し
て
自
分
の
も
の

さ
し
を
持
て
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
自
分
で
製
作
し
た

コ
マ
で
の
競
技
会
が
あ
る
と

の
こ
と
で
す
。
結
果
が
見
え

る
こ
と
で
、
嬉
し
さ
や
口
惜

し
さ
の
感
情
と
と
も
に
、
改

良
ア
イ
デ
ア
に
気
づ
き
、
意

欲
的
に
技
術
習
得
が
進
む
の

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
大
学
で
重
視
さ
れ

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
学
習

は
、
メ
ン
バ
ー
と
の
意
見
交

換
か
ら
課
題
を
発
見
し
解
決

を
進
め
ま
す
。
他
と
関
わ
る

点
で
「
身
体
性
を
活
か
し
た

学
び
」の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

　

社
会
課
題
な
ど
複
雑
な
問

題
の
捉
え
方
は
、
人
に
よ
り

異
な
り
ま
す
が
、
多
く
の
意

見
で
偏
り
を
減
ら
せ
ば
、
よ

り
良
い
課
題
設
定
が
出
来
ま

す
。
発
言
に
よ
り
、
解
決
へ

の
積
極
姿
勢
も
生
ま
れ
ま

す
。

　

Ｃ
ｈ
ａ
ｔ
Ｇ
Ｐ
Ｔ
な
ど
人

工
知
能
が
様
々
に
取
り
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
の
活
用
で
は
、

人
工
知
能
が
優
れ
て
い
る
面

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

そ
の
一
方
で
「
身
体
性
を

活
か
し
た
学
び
」
で
、
新
た

な
目
的
に
気
づ
き
、
偏
り
な

く
課
題
設
定
し
、
積
極
的
な

姿
勢
を
持
ち
、
肌
感
覚
も
含

め
た
も
の
さ
し
も
使
っ
て
実

現
す
る
、と
い
っ
た
知
能
は
、

人
の
強
み
と
し
て
、
よ
り
一

層
重
要
に
な
る
の
だ
と
思
い

ま
す
。

　

し
ば
ら
く
前
に
、
人
工
知

能
が
人
の
仕
事
を
奪
う
、
と

い
う
話
題
が
あ
り
ま
し
た
。

実
際
は
、
そ
の
時
々
で
人
工

知
能
で
出
来
る
こ
と
を
理
解

身
体
性
を
活
か
し
た
学
び
と
人
工
知
能

専
門
職
大
学
院
だ
よ
り

大
学
院
技
術
経
営
研
究
科
・
教
授　

清
水　

弘

し
つ
つ
、「
身
体
性
を
活
か

し
た
学
び
」
も
研
ぎ
澄
ま

し
、
仕
事
の
在
り
方
を
考
え

る
知
能
が
大
切
に
な
る
の
で

は
な
い
か
、
そ
ん
な
こ
と
に

気
づ
い
た
見
学
会
で
し
た
。

日本工業大学大学院　社会人特別選抜
◆大学院工学研究科（博士前期課程・博士後期課程）

お問合せ先：教務部教務課　大学院入試係
TEL　0480-33-7507　URL　https://www.nit.ac.jp

■2024年度　入試日程
日程

出願期間
2023年9月27日～10月02日
2024年2月07日～02月14日

面接試験
10月05日
02月21日

手続締切
2024年1月29日
2024年3月06日

合格発表
10月20日
03月01日

一次募集
二次募集

入試説明会
動画配信

特別講演会
動画配信

球技大会で学生が交流
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夏
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
等
に

積
極
的
に
参
加
し
よ
う

講
演
「
自
動
盤
の
誕
生
と

そ
の
発
展
の
歴
史
」

各
研
究
室
の
安
全
管
理
に
お
い
て

リ
ー
ダ
ー
的
役
割
を
期
待

就
職
支
援
情
報

　

工
業
技
術
博
物
館
後
援
会

の
２
０
２
３
年
度
総
会
・
特

別
講
演
会
が
５
月
26
日
、
学

友
会
館
に
て
対
面
形
式
で
開

催
さ
れ
た
。

　

就
職
情
報
サ
イ
ト
（
マ
イ

ナ
ビ
・
リ
ク
ル
ー
ト
等
）
は

６
月
か
ら
、
２
０
２
５
年
春

以
降
の
就
職
予
定
者
（
現
学

部
３
学
年
）
を
対
象
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
へ
の
参
加
の
受
け

付
け
を
始
め
た
。

　

就
活
ル
ー
ル
で
は
こ
れ
ま

で
、
選
考
解
禁
日
（
学
部
４

学
年
の
６
月
１
日
）
よ
り
前

の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
に
参

加
し
た
学
生
の
情
報
を
、
企

業
が
採
用
で
使
う
こ
と
は
禁

じ
て
い
た
。
だ
が
、
実
際
に

は
、
企
業
が
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
で
の
評
価
を
採
用
に

利
用
し
て
い
る
と
の
指
摘
を

受
け
、
現
学
部
３
学
年
か

ら
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の

情
報
を
採
用
活
動
に
使
え
る

よ
う
に
ル
ー
ル
を
見
直
し

た
。

　

ま
た
新
ル
ー
ル
で
は
、

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
の
参

加
期
間
が
５
日
以
上
」、「
大

学
３
年
以
降
の
夏
休
み
な
ど

の
長
期
休
暇
中
に
実
施
」
と

い
っ
た
要
件
を
満
た
し
た
も

の
を
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
」
と
定
義
し
た
。
そ
し

て
、
就
業
体
験
を

必
須
と
せ
ず
、
１

日
程
度
の
も
の
は

「
仕
事
体
験
」
か

ら
「
オ
ー
プ
ン
・

カ
ン
パ
ニ
ー
」
と

名
称
が
変
わ
っ

た
。

　

こ
う
し
た
要
件

が
整
理
さ
れ
た
こ

と
で
、
学
生
は
イ

ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

を
通
じ
て
一
定
期

間
の
就
業
体
験
を
積
む
こ
と

が
可
能
と
な
り
、
自
分
に
合

う
職
場
か
、
学
ん
だ
こ
と
を

活
か
せ
る
環
境
か
を
よ
り
見

極
め
や
す
く
な
っ
た
。

　

業
界
を
幅
広
く
見
て
選
択

肢
を
広
げ
た
い
場
合
は

「
オ
ー
プ
ン
・
カ
ン
パ
ニ
ー
」

を
、
業
界
や
企
業
を
深
く
知

り
適
性
を
見
極
め
た
い
場
合

は
「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
」

と
い
う
よ
う
に
、
学
生
は
自

分
ら
し
く
輝
け
る
１
社
に
出

会
う
た
め
に
、
し
っ
か
り
目

的
を
持
っ
て
参
加
す
る
こ
と

が
大
切
に
な
る
。

　

本
学
が
５
月
に
開
い
た

「
企
業
研
究
・
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
に
は
、

２
日
間
の
日
程
で
５
日
以
上

の
就
業
体
験
が
で
き
る
94
社

が
参
加
し
た
。
学
生
か
ら
は

「
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
へ
の

参
加
は
選
考
に
有
利
に
働
く

と
わ
か
っ
た
」
な
ど
の
声
が

聞
か
れ
た
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
流
れ

て
い
る
根
拠
の
な
い
噂
に
惑

わ
さ
れ
る
こ
と
な
く
、
大
学

主
催
の
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す

る
な
ど
、
自
ら
の
足
で
稼
い

だ
情
報
を
も
と
に
準
備
す
る

こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
た
、
11
月
に
は
「
業

界
・
業
種
セ
ミ
ナ
ー
」
を
実

施
す
る
。
企
業
に
よ
っ
て
は

優
秀
な
学
生
と
早
め
に
接
点

を
持
ち
た
い
と
い
う
積
極
的

な
姿
勢
を
見
せ
て
い
る
の

で
、
ぜ
ひ
参
加
し
て
ほ
し

い
。
秋
以
降
は
、
こ
れ
ま
で

の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
大
幅
な

見
直
し
を
か
け
、「
履
歴
書

集
中
添
削
会
」、「
面
接
集
中

練
習
会
」
な
ど
、
よ
り
実
践

的
な
講
座
内
容
と
し
た
。
こ

れ
ら
を
有
効
に
活
用
し
て

し
っ
か
り
と
準
備
を
し
、
就

活
本
番
に
臨
ん
で
ほ
し
い
。

　

総
会
に
先
立
っ
て
開
催
さ

れ
た
特
別
講
演
会
の
冒
頭
、

成
田
健
一
学
長
か
ら
参
加
者

に
日
ご
ろ
の
博
物
館
活
動
に

対
す
る
支
援
に
対
し
て
感
謝

の
挨
拶
が

あ
っ
た
。

　

続
い
て
、

シ
チ
ズ
ン
マ

シ
ナ
リ
ー
ミ

ヤ
ノ
株
式
会

社
元
代
表
取

締
役
社
長

で
、
現
在
は

博
物
館
後
援

会
副
会
長
を

務
め
る
杉
本
健
司
氏
に
よ
る

「
自
動
盤
の
誕
生
と
そ
の
発

展
の
歴
史
」
と
題
し
た
講
演

が
行
わ
れ
た
。
自
動
盤
の
歴

史
を
５
つ
の
時
代
に
分
け
て

概
観
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代

の
代
表
的
な
機
械
と
そ
れ
を

支
え
た
主
要
な
設
計
技
術
に

つ
い
て
詳
細
に
解
説
。
参
加

者
か
ら
は
、
歴
史
を
ま
と
め

る
こ
と
が
困
難
で
、
あ
ま
り

記
録
が
残
さ
れ
て
い
な
い
自

動
盤
に
つ
い
て
、
興
味
深
い

話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
大
変

勉
強
に
な
っ
た
と
好
評
で

あ
っ
た
。
ま
た
、
本
講
演
は

希
望
す
る
学
生
に
も
公
開
さ

れ
、
良
い
学
び
の
機
会
に

な
っ
た
。

　

総
会
で
は
、
最
初
に
博
物

館
後
援
会
会
長
の
花
木
義
麿

氏
（
オ
ー
ク
マ
株
式
会
社
相

談
役
）
と
、
本
学
法
人
本
部

の
柳
澤
章
理
事
長
か
ら
挨
拶

が
あ
り
、
博
物
館
運
営
へ
の

後
援
会
会
員
各
位
の
支
援
に

改
め
て
感
謝
の
言
葉
が
述
べ

ら
れ
た
。
続
い
て
２
０
２
２

講師の杉本氏

工
業
技
術
博
物
館
後
援
会
総
会
・
特
別
講
演
会

機
械
工
学
科
学
生
安
全
委
員
委
嘱
式

年
度
事
業
報
告
・

決
算
報
告
、
２
０

２
３
年
度
事
業
計

画
・
予
算
案
に
つ

い
て
審
議
が
あ

り
、
す
べ
て
の
議

案
が
承
認
さ
れ

た
。

　

今
年
は
非
会
員

の
参
加
者
も
多

く
、
総
会
中
に
延

長
開
催
さ
れ
た
特
別
展
「
工

作
機
械
の
俯
瞰
的
技
術
史
を

探
る
」
や
本
館
展
示
場
を
興

味
深
く
見
学
し
て
い
た
。
見

学
者
か
ら
は
、
展
示
場
が
以

前
よ
り
見
や
す
く
な
っ
た
と

の
評
価
が
あ
っ
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
２
年
半

ぶ
り
に
懇
親
会
が
催
さ
れ
、

参
加
者
と
本
学
教
員
や
就
職

支
援
課
な
ど
事
務
職
員
と
の

良
い
交
流
の
場
と
な
っ
た
。

企業研究・インターンシップセミナー

総会ではすべての議案が承認された

コンテストの参加者を募集中！

NITプロダクトデザインコンテスト事務局
E-mail：pdcontest@nit.ac.jp

作品送付先／お問い合わせ先

NITプロダクトデザインコンテスト2023
表彰式参加登録

締切 10/298/21

先進工学部ロボティクス学科
TEL：0480-33-7716（学科事務室）
櫛橋康博　E-mail：kusihasi@nit.ac.jp

約１インチサイズの小型ロボット
によるライントレース競技です。
初心者でも参加しやすいネーム
カード（名刺サイズ）部門も設置
しています。今年度は本学会場
での開催を予定しています。

高校生対象のデザイン提案コ
ンテスト。オリジナルアイデア、
自由、3Dモデリング、3Dプリ
ンタ造形の4部門で、自由な発
想に基づく魅力的なプロダクト
の提案を期待しています。

エントリー／お問い合わせ先

第17回 マイクロロボコン高校生大会
申込
締切 10/31

建築設計競技委員会
TEL：0480-33-7676（入試課）
E-mail：kenchiku-compe@nit.ac.jp

建築を学ぶ高校生を対象とし
た建築設計の腕試しの場とし
て、また本学建築学科の設計
教育活動の一環として、毎年
開催しています。今回の課題
は「10人家族の家」です。

作品送付先／お問い合わせ先

第37回 建築設計競技
入賞発表提出期限 9月中旬8/31

開催日 12/9

　

機
械
工
学
科
安
全
委
員
会

に
よ
る
令
和
５
年
度
学
生
安

全
委
員
の
委
嘱
式
、
な
ら
び

に
第
１
回
学
生
「
安
全
活
動

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
が
５
月
26

日
、
ス
チ
ュ
ー
デ
ン
ト
ラ
ボ

に
お
い
て
開
催
さ
れ
た
。
冒

頭
、
学
科
長
の
二
ノ
宮
進
一

教
授
が
挨
拶
に
立
ち
、
同
科

で
は
今
後
も
積
極
的
に
安
全

活
動
に
取
り
組
ん
で
行
く
と

力
強
く
宣
言
し
た
。

　

今
年
度
は
18
の
研
究
室
か

ら
推
薦
さ
れ
た
学
生
安
全
委

員
36
名
に
、
同
科
安
全
委
員

の
村
田
泰
彦
教
授
よ
り
委
嘱

状
が
一
人
ひ
と
り
に
手
渡
さ

れ
た
。

　

引
き
続
き
、
機
械
実
工
学

教
育
セ
ン
タ
ー
の
望
月
孝
助

手
よ
り
「
今
後
の
活
動
計
画

（
安
全
活
動
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
・

年
４
回
）」
や
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
・

危
険
予
知
訓
練
」
に
つ
い
て

説
明
が
あ
り
、
今
年
度
も
研

究
室
で
訓
練
を
実
施
し
、
安

全
目
標
を
設
定
す
る
よ
う
委

員
の
学
生
た
ち
に
求
め
た
。

　

同
科
に
お
け
る
安
全
教
育

は
、
入
学
当
初
よ
り
「
フ

レ
ッ
シ
ュ
マ
ン
ゼ
ミ
」、「
機

械
工
作
実
習
」、
そ
の
後
の

「
セ
ン
タ
ー
利
用
ガ
イ
ダ
ン

ス
」
等
で
「
Ｋ
Ｙ
Ｔ
・
危
険

予
知
練
」
等
に
よ
り
危
険
に

対
す
る
感
受
性
を
高
め
る
訓

練
が
機
会
あ
る
ご
と
に
展
開

さ
れ
て
い
る
。

　

安
全
活
動
の
核
と
な
る
学

生
安
全
委
員
は
「
安
全
活
動

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」
を
通
し
て

「
安
全
へ
の
取
り
組
み
～
安

全
目
標
」
や
「
ヒ
ヤ
リ
ハ
ッ

ト
」
等
の
情
報
を
共
有
し
な

が
ら
、
各
研
究
室
に
お
け
る

自
主
的
な
安
全
活
動
を
展
開

す
る
大
切
な
担
い
手
と
し
て

期
待
さ
れ
て
い

る
。

　

学
生
支
援
部

長
の
中
野
道
王

教
授
は
総
評
と

し
て
「
日
々
の
安

全
を
守
る
こ
と

が
大
切
。
い
つ
も

安
全
を
意
識
す

る
よ
う
心
が
け

て
ほ
し
い
」
と
締

め
く
く
っ
た
。

　

参
加
者
一
同
は
心
を
新
た

に
し
、
こ
れ
か
ら
も
教
職
員
、

学
生
と
共
に
安
全
活
動
を
展

開
し
て
い
く
こ
と
を
誓
っ
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
今
日
も
安

全
第
一
で
行
こ
う
ヨ
シ
！
」

村田教授により委嘱状が手渡された



　

熱
気
あ
ふ
れ
る
夏
の
瞬

間
再
来
！

　

宮
代
の
夏
の
風
物
詩

「
宮
代
町
民
ま
つ
り
」
が

４
年
ぶ
り
に
通
常
開
催
さ

れ
ま
す
。
み
こ
し
や
流
し

踊
り
、
太
鼓
、
出
店
な
ど

の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す
。

宮
代
の
熱
い
ま
つ
り
を
ぜ

ひ
体
感
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
８
月
19
日
、
20

日13
時
～
20
時
30
分

【
会
場
】
進
修
館
周
辺

【
お
問
合
わ
せ
】
町
民
生

活
課
地
域
振
興
担
当
０
４

８
０-

３
４-

１
１
１
１

当
日
は
進
修
館
０
４
８
０

-

３
３-

３
８
４
６
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リユース傘プロジェクト拡大に、
アクサHDから大量の傘を受贈

　落とし物傘や研究室に眠っている遊
休傘を再活用し、キャンパス内で誰で
も無料で利用できる「リユース傘プロ
ジェクト」が梅雨を前に本格稼働。こ
のプロジェクトに賛同を得たアクサHD
ジャパンから492本の傘の寄贈を受け、
傘立てを24カ所に拡大した。
　6月9日、アクサ本社で行われた寄
贈式には考案者の林大翔さん、学生環
境推進委員会代表の赤澤颯さん、竹内

学長補佐が招かれ、同社の安渕代表取
締役社長から記念パネルを受け取った。

杉
戸
町
児
童
ク
ラ
ブ
の
家
具

木
工
サ
ー
ク
ル
が
製
作

留
学
生
バ
ス
ツ
ア
ー

会
津
若
松
・
日
光
を
満
喫

産
業
換
気
分
野
に
大
き
く
貢
献

学
会
よ
り
功
績
賞

独
創
性
、発
展
性
な
ど
で
評
価

若
手
優
秀
研
究
報
告
賞

（左より）安渕社長、林さん、赤澤さん

　

建
築
学
科
建
築
コ
ー
ス
の

吉
野
一
教
授
が
５
月
11
日
、

空
気
調
和
・
衛
生
工
学
会
の

第
20
回
功
績
賞
を
受
賞
し

た
。
業
績
名
称
は
「
産
業
換

気
分
野
に
お
け
る
換
気
問
題

と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
の
検
討
」。

　

建
築
デ
ザ
イ
ン
学
専
攻
博

士
前
期
課
程
２
年
（
安
野
研

究
室
・
受
賞
時
）
の
中
村
千

春
さ
ん
が
３
月
24
日
、
第
93

回
日
本
建
築
学
会
関
東
支
部

研
究
発
表
会
に
お
い
て
、
２

０
２
２
年
度
日
本
建
築
学
会

関
東
支
部
若
手
優
秀
研
究
報

　

本
学
在
籍
の
外
国
人
留
学

生
を
対
象
と
し
た
研
修
バ
ス

　

３
月
末
、
建
築
学
科
の
野

口
憲
治
助
教
、
建
築
技
術
セ

ン
タ
ー
の
後
藤
裕
樹
助
手
、

木
工
サ
ー
ク
ル
の
学
生
か
ら

成
る
チ
ー
ム
が
埼
玉
県
杉
戸

町
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
に

設
置
す
る
家
具
を
製
作
し

た
。
野
口
助
教
は
以
前
よ
り

同
町
建
築
課
と
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
協
働
で
行
っ
て

お
り
、
今
回
も
そ
の
一
環
と

　

本
賞
は
空
気
調
和
・
衛
生

工
学
の
発
展
な
ら
び
に
同
学

会
の
活
動
に
顕
著
な
功
績
を

残
し
た
委
員
会
、
出
版
物
等

が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。

　

吉
野
教
授
は
、
産
業
換
気

分
野
を
中
心
と
し
た
16
事
例

に
つ
い
て
「
局
所

化
」、「
希
釈
・
混

合
」、「
空
気
交

換
」
に
換
気
を
分

類
し
、
そ
れ
ぞ
れ

に
対
し
て
顕
在
化

し
て
い
る
換
気
問

題
、
対
策
す
べ
き

課
題
な
ど
５
つ
の

内
容
を
検
討
し
、

事
例
シ
ー
ト
と
し

て
ま
と
め
た
。
ま

告
賞
を
受
賞
し
た
。
受
賞
研

究
名
は
「
都
市
社
会
学
者
・

奥
井
復
太
郎
が
求
め
た
大
都

市
像
と
そ
の
市
民
」。

　

同
賞
は
学
会
員
の
研
究

活
動
の
奨
励
と
活
性
化
推

進
を
目
的
と
し
て
お
り
、
同

学
会
各
支
部
研
究
発
表
会

で
発
表
さ
れ
た
研
究
報
告

の
う
ち
、
満
30
歳
以
下
の
著

者
か
ら
応
募
が
あ
っ
た
報

告
を
対
象
と
し
、
独
創
性
、

萌
芽
性
、
発
展
性
、
有
用
性

の
４
つ
の
観
点
に
照
ら
し

ツ
ア
ー
が
５
月
27
・
28
日
の

１
泊
２
日
で
実
施
さ
れ
た
。

し
て
依
頼
を
受
け
た
。

　

同
町
で
は
２
０
１
０
年
頃

か
ら
公
共
施
設
の
木
造
化
を

積
極
的
に
進
め
て
お
り
、
ク

ラ
ブ
施
設
に
お
い
て
も
構
造

材
の
９
割
、
室
内
の
大
部
分

に
県
産
木
材
が
使
用
さ
れ
て

い
る
。
チ
ー
ム
は
そ
れ
を
踏

ま
え
、
温
か
み
の
あ
る
室
内

に
調
和
す
る
杉
材
を
用
い
た

家
具
を
提
案
し
た
。

た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
の
活
用
と
し
て
運
用
管

理
・
保
守
業
務
、
労
働
生
産

性
・
健
康
管
理
な
ど
に
つ
い

て
も
取
り
ま
と
め
を
行
っ
て

い
る
。

　

さ
ら
に
「
産
業
用
換
気
設

計
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
２
０
２
０

年
版
」
改
訂
に
際
し
、
我
が

国
に
お
け
る
産
業
換
気
の
現

状
と
法
的
規
制
の
リ
ス
ト
・

環
境
配
慮
（
低
炭
素
化
）
に

関
す
る
情
報
な
ど
を
提
供
し

て
い
る
。

　

多
種
多
様
な
換
気
が
要
求

さ
れ
る
産
業
換
気
分
野
に
お

い
て
、
有
用
で
実
務
的
な
情

報
が
多
く
ア
ー
カ
イ
ブ
さ
れ

て
い
る
委
員
会
成
果
報
告
書

て
評
価
さ
れ
、
優
秀
と
判
断

さ
れ
た
上
位
10
％
の
報
告

に
対
し
授
与
さ
れ
る
。

　

中
村
さ
ん
は
本
研
究
で
、

資
本
主
義
の
進
展
と
共
に

大
都
市
化
す
る
東
京
を
戦

前
戦
後
に
亘
っ
て
観
察
し

続
け
た
都
市
社
会
学
者
・
奥

井
復
太
郎
が
考
究
し
た
、
あ

る
べ
き
都
市
の
モ
デ
ル
や

市
民
の
あ
り
方
、
そ
れ
ら
の

変
遷
を
明
ら
か
に
し
た
。
財

政
健
全
化
や
市
場
経
済
を

重
視
す
る
余
り
、
東
京
一
極

集
中
と
農
村
の
衰
退
が
止

ま
ら
な
い
現
代
の
日
本
社

会
や
現
代
日
本
人
の
資
質

に
つ
い
て
歴
史
的
に
考
え

る
上
で
有
用
な
も
の
に
な

る
と
期
待
さ
れ
て
い
る
。

近
年
は
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
日
帰
り

で
予
定
が
組
ま
れ
て
い
た

が
、
４
年
ぶ
り
に
宿
泊
を
と

も
な
う
実
施
と
な
っ
た
。

　

こ
の
バ
ス
ツ
ア
ー
は
、
留

学
生
た
ち
が
日
本
の
歴
史
や

文
化
に
理
解
を
深
め
、
お
互

い
の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
趣

旨
と
し
て
い
る
。
参
加
者
は

30
名
で
あ
っ
た
。

　

今
回
の
主
な
目
的
地
は
、

福
島
県
会
津
若
松
市
に
あ
る

鶴
ヶ
城
。
そ
し
て
日
本
を
代

表
す
る
世
界
遺
産
の
ひ
と

つ
、
栃
木
県
日
光
市
に
あ
る

東
照
宮
が
選
ば
れ
た
。
鶴
ヶ

城
は
、
本
学
第
３
代
学
長
の

藤
岡
通
夫
先
生
が
、
復
元
を

手
掛
け
た
城
で
も
あ
り
、
熱

　

家
具
の
基
本
設
計
を
同
町

建
築
課
、
実
施
設
計
お
よ
び

加
工
・
製
作
を
本
学
チ
ー
ム

が
担
当
。
材
料
加
工
は
、
木

材
加
工
専
用
の
Ｃ
Ｎ
Ｃ
ル
ー

タ
ー
を
使
用
す
る
な
ど
デ
ジ

タ
ル
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン

技
術
を
活
用
し
た
。
加
工
後

は
建
築
技
術
セ
ン
タ
ー
に
お

い
て
、
木
工
サ
ー
ク
ル
の
学

生
た
ち
が
教
員
か
ら
指
導
を

受
け
な
が
ら
組
み
立
て
や
塗

装
作
業
を
行
い
、
仕
上
げ
ま

で
行
っ
た
。
設
置
さ
れ
た
家

具
は
、
施
設
利
用
者
に
大
変

好
評
で
あ
る
。

表彰される吉野教授（右）

会津若松市の鶴ヶ城

完成したランドセルロッカーを設置する学生

木工サークルメンバー、野口助教、後藤助手

心
に
解
説
パ
ネ
ル
を
読
ん
で

い
る
留
学
生
の
姿
が
印
象
的

で
あ
っ
た
。
日
光
東
照
宮
で

は
、
修
繕
工
事
が
終
了
し
た

ば
か
り
の
陽
明
門
の
豪
華
絢

爛
な
姿
に
、
留
学
生
の
多
く

が
見
入
っ
て
い
た
。

　

２
日
を
通
し
て
好
天
に
恵

ま
れ
、
留
学
生
に
と
っ
て
大

変
有
意
義
な
研
修
旅
行
と

な
っ
た
。

川
）〃　

野
﨑　

修
（
山
形
）

〃　

本
田
和
之（
神
奈
川
）

総
務　

佐
伯
直
樹
（
富
山
）

〃　

篠
葉
幸
一
（
埼
玉
）

財
務　

香
坂
一
太
（
東
京
）

〃　

矢
野
信
幸
（
岐
阜
）

監
事　

藤
枝
裕
子
（
千
葉
）

〃　

清
水
重
喜
（
山
梨
）

　

総
会
終
了
後
に
は
、
学
内

見
学
、懇
親
会
も
行
わ
れ
た
。

締
役
社
長
に
は
原
氏
が
再
任

さ
れ
た
。

　

原
社
長
か
ら
「
環
境
も
好

転
の
兆
し
が
見
え
始
め
、
学

内
行
事
の
再
開
等
が
見
込
ま

れ
て
い
る
中
、
よ
り
一
層
の

社
業
発
展
に
努
力
し
て
い
く

一
方
、
食
材
費
・
光
熱
費
等

の
高
騰
課
題
に
も
対
処
し
て

い
き
た
い
」
と
決
意
表
明
が

あ
り
、
株
主
総
会
は
終
了
し

た
。

た
。
ま
た
、
地
域
支
部
お
よ

び
学
科
支
部
代
議
員
が
報
告

さ
れ
た
。

　

本
定
時
総
会
の
途
中
に
臨

時
理
事
会
が
開
か
れ
、
会
長

（
代
表
理
事
）
に
土
井
嘉
豊

氏
、
副
会
長
に
大
島
敏
正

氏
、
横
山
賢
二
氏
、
事
務
局

長
に
加
藤
利
康
准
教
授
（
情

報
メ
デ
ィ
ア
工
学
科
）
が
選

定
さ
れ
た
。

　

今
年
は
５
月
21
日
、
本
学

学
友
会
館
に
て
開
催
さ
れ

た
。
委
任
状
を
含
め
１
２
９

８
名
が
出
席
。
議
案
（
事
業

報
告
、
決
算
報
告
、
事
業
計

画
、
予
算
案
、
理
事
・
監
事

選
出
）
は
慎
重
審
議
の
上
、

全
て
承
認
さ
れ
た
。

　

新
執
行
部
は
次
の
通
り
。

会
長　

沼
尾
正
晴
（
埼
玉
）

副
会
長　

安
田
泰
久
（
神
奈

　

第
56
期
と
な
る
今
年
の
定

時
株
主
総
会
は
５
月
27
日
、

埼
玉
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

ま
ず
原
隆
之
社
長
よ
り
、

当
期
の
事
業
経
過
と
決
算
内

容
に
関
す
る
報
告
が
あ
り
、

質
疑
応
答
を
経
て
満
場
一
致

で
承
認
さ
れ
た
。

　

な
お
、
任
期
満
了
に
伴
い

取
締
役
６
名
が
選
任
（
う
ち

重
任
５
名
）
さ
れ
、
代
表
取

　

一
般
社
団
法
人
日
本
工
業

大
学
工
友
会
定
時
総
会
が
６

月
10
日
、
４
年
ぶ
り
に
学
友

会
館
で
対
面
開
催
さ
れ
た
。

　

議
事
は
、
２
０
２
２
年
度

事
業
報
告
・
収
支
報
告
、
２

０
２
３
年
度
事
業
計
画
案
・

収
支
予
算
案
、
定
款
の
規
定

に
基
づ
く
理
事
お
よ
び
監
事

選
任
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
、

全
て
の
議
案
が
承
認
さ
れ

後
援
会
定
期
総
会

工
友
会
定
時
総
会

Ｎ
Ｉ
Ｔ
ク
リ
エ
イ
ト
定
時
株
主
総
会

【
任
命
】（
６
月
１
日
付
）

◆
英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長　

桑
原
拓
也
准
教
授

◆
英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
副
セ
ン
タ
ー
長　

山
下

徹
法
人
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
推

進
室
長

【
解
任
】（
５
月
31
日
付
）

◆
英
語
学
習
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
長　

池
添
泰
弘
教
授

【
退
職
】（
７
月
10
日
付
）

◆
大
山
麻
里
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）

◆
那
須
秀
行
教
授
（
建
築
学

科
）
／
出
張
先
＝
ノ
ル

ウ
ェ
ー
（
６
／
15
～
６
／

26
）
／
目
的
＝
国
際
学
会
で

の
発
表
（
木
質
構
造
学
会 

W
ood C

onference on 

人
事
異
動

国
外
出
張

T
im

ber E
ngineering  

２
０
２
３
）

◆
山
中
章
子
准
教
授
（
共
通

教
育
学
群
）
／
出
張
先
＝
ア

メ
リ
カ
（
８
／
９
～
８
／

25
）
／
目
的
＝
佐
々
木
指
月

に
関
す
る
資
料
の
調
査
、

F
irst Z

en Institute

で

の
会
議
、
調
査
業
務
補
助

◆
関
根
路
代
講
師
（
共
通
教

育
学
群
）
／
出
張
先
＝
ア
メ

リ
カ
（
８
／
15
～
８
／
24
）

／
目
的
＝
米
国
議
会
図
書
館

で
の
資
料
収
集
（
科
研
費
若

手
研
究
Ｂ
に
関
す
る
資
料
収

集
）」

◆
石
原
次
郎
教
授
（
情
報
メ

デ
ィ
ア
工
学
科
）
／
出
張
先

＝
ポ
ー
ラ
ン
ド
（
８
／
15
～

９
／
３
）
／
目
的
＝sala

７

５
２
で
の
制
作
活
動

◆
伊
藤
大
輔
准
教
授
（
建
築

学
科
）
／
出
張
先
＝
ス
ロ
ベ

ニ
ア
（
９
／
16
～
９
／
22
）

／
目
的
＝
２
０
２
３
年
９
月

18
日
か
ら
開
催
さ
れ
るC

IE
 

２
０
２
３ S

lovenia

に
お

け
る
研
究
発
表
及
び
情
報
収

集◆
梅
谷
篤
史
准
教
授
（
共
通

教
育
学
群
）
／
出
張
先
＝
ア

メ
リ
カ
（
10
／
７
～
10
／

10
）
／
目
的
＝
第
６
回
日
米

物
理
学
会　

合
同
核
物
理
分

科
会
で
開
か
れ
る
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
・
発
表

第
40
回

宮
代
町
民
ま
つ
り

宮代町
だより

243号

は
稀
有
で
あ
り
、
同
分
野
へ

の
よ
り
一
層
の
普
及
、
設
備

設
計
な
ど
の
実
務
に
大
き
く

寄
与
す
る
と
し
て
、
吉
野
教

授
の
業
績
が
評
価
さ
れ
た
。


